
 合格 12 箇条  

(そんなことはわかっているかもしれないが)「でも、気をつけてみた」 と覚える。 

 ① 「わかる」と「できる」は大違い （量）  

  わかってもできないのが人間です。この点はスポーツと同じです。 

  わかったのなら、何も見ず自力で解いてみて ください。 それは試験の状態だからです。 

   (ⅰ) わかったから大丈夫と黒板を写すのをサボる人。 

   (ⅱ) 参考書の答案を写してノートが真っ赤になっただけで終わる人。 

   (ⅲ) 授業で扱った問題は覚えているから解きたくない、と講義用問題の解き直しをしない人。 

  これらの人は受かりません。 何も見ずに自力で解いた量に成績は比例する と思ってください。  

  映像授業で学習する人は、テレビを見る感覚で授業を見て、分かったつもりになり、その後何も 

  見ずに自力で解かない傾向が強いので、注意しましょう。 

 ②  文句を言うな  

  自分の成績が上がらないのを他人のせいにするのは良くありません。 

  成功する人は、自分のどこがいけなかったかという考え方をします。 

  文句ばかり言う人の多くは、自己中心的な考え方をしており、大学受験に限らずこれからの人生に 

  おいて良い通知が来ないでしょう。 

③④ 気持ちで負けるな ・ 基本を馬鹿にするな   

・「絶対に、合格してやる」という意思が強い人（心が真っすぐな人）は、結局、合格します。 

  逆に、心が揺れる人はなかなか伸びません。 自分の目標の為に頑張っている ことを思い返そう。 

・ 典型問題や頻出問題が解けない人は、華やかな定理や公式を知っていても、合格しません。  

  そういう定理を紹介すると、講師の人気が上がったり、参考書は売れますが、それは講師や出版社 

  の利益の為であり、受験生のことより自分のことしか考えていません。 騙されないようにしましょう。 

  大学はそんな能力を求めてはいないので合格しないのです。教科書レベルを求めているだけです。 

  教科書を再度全部読みなおし、定理や公式の証明をしてみましょう。 

⑤⑥ 落ち着いて急げ ・ 教え合え  

・ 時間かければ、能力さえあれば解けます。 

  全問、急いで解くこと。 それはセンター対策にもなっています。 ただし、慌てないこと。 

  落ち着いて丁寧に急ぐ ことです。 その能力は、社会に出てからも重宝されます。 

・ 友達同士、教え合う集団の合格率は高くなります。 

  なぜなら、人に教えるとき、頭の中を整理して言葉を発する為、理解が確実になるからです。 

  また自分で問題を解くとき、説明を極力書くようにしましょう。 理由は上と同じです。 

  日本語による説明がなく数式だけ書く人は、説明ができないことと同じです。 

 ⑦  詰まったら振返れ  

  試験中、いき詰まると、振返ること。  

  詰まったとき、がむしゃらに突き進んだり、諦めたりする人が多すぎ ます。 

    (ⅰ) 何か忘れていないか 

   (ⅱ) 計算間違いをしていないか 

   (ⅲ） そもそも考え方が違う       と振り返って（自分を再起動して）、視点を改めよう。 

⑧⑨ 謙虚に学べ ・ 自分で研究せよ （質）  

・ 自分のプライドや妙な自信が、伸び悩んでいる一番の原因の人がいます。 

  それに気づくのは、受験に落ちて挫折を味わってからだったりします。 謙虚に学びましょう。 

    (ⅰ) 「簡単だ」「知っているから余裕」と油断している人。 わかっている所は寝る人。 

    (ⅱ) あの授業に出ても得るものがない、などと豪語する人。 

    (ⅲ) 予習で解けたから（数学は得意だから）といって授業を欠席する人。 

    (ⅳ) ○○模試で偏差値○○だったと自慢する人。 

  そういう人は、たとえ模試でＡ判定でも、見事に受かりません。 

  なぜなら、試験の答案に、性格や普段の様子が現れるからです。  

  あなたが採用する側だったら、そういう人を是非採用したいと思いますか ？ 

・ なぜその解法が良くて、他の解法は良くないのか、を自分で研究する人は伸びます。 

  授業も、（ⅰ）理由を説明してくれる先生 （ⅱ）別解を言ってくれる先生 が良いです。 

    (ⅰ) 理由を言わずやり方だけ言う先生が殆どです。 その場合自分で考えましょう。 

    (ⅱ) 別解を先生が言うのは、自然に 解法を互いに比べることになるから です。 

  詰まったら、すぐ解答を見ていませんか ？  問題を片付ける効率ばかり追っていませんか ？ 

  それは、量をこなす学習と混同しています。 

  質を高める学習のときは、試験のときと同じで、解法を比べながら最短ルートを考えましょう。 

  だから「自分で研究すること」が近道なのです。 

  量をこなす学習に、この質を高める学習を入れると、得点がどんどん上昇します！ 

 ⑩  丁寧にやれ  

  数学を全員学ぶのは 「丁寧に忍耐強く、考えること作業することを養うため」 です。  

  丁寧に考え、丁寧に（綺麗に）書きましょう。 問題を大切に扱いましょう。 

  特に、 (ⅰ) 汚い字で書く・斜めに書く・思いついた所に書く・(記号など)横着する 人 

        (ⅱ) 図が 小さい・汚い・(正三角形などの)特殊な図をかく 人 

        (ⅲ) 予習は 計算用紙にやる という人                  は、得点が低いです。 

  「数学が苦手」という人は、「忍耐強く考え丁寧に書くことが嫌いなだけ」ではないでしょうか。 

 ⑪  ミスと片付けるな  

 ミスだ、という人がいますが、日本語のその使われ方は、責任逃れの感が否めません。 

 ミスだと言っているうちは、また再発します。 それもプレッシャーのかかる本番で再発します。 

 なぜ間違えたか 根本原因を考え、解決 すべきです。  

 根本原因とは、例えば「実力不足」「時間に追われ焦った」「文字が小さかった」などです。  

 模試や定期試験の間違え直し 時に、間違えた事実を素直に認めて、その対策をとりましょう。 

⑫  楽しんでやれ  

 合格するタイプ、伸びるタイプ、があります。 そういう人は楽しんでやっています。  

 楽しんでなんかいられるか、という人。 

 辛い時には下を見ましょう。 自分より境遇が惨めな人を考えるのです。 

 他人のお金で自分の教養を高めている人がほとんどであり、 

 如何に自分が贅沢で我儘を言っているかがわかります。  

 自分の目標のためならば、自らすすんで、感謝して楽しんで取り組むべきではないでしょうか。 

 

これらを守らないと、残念ながら合格しないようです。 是非とも合格して欲しいので、配布します。  永島 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


